
82 運動障害　第 13 巻第 2 号

第27回　運動障害研究会プログラム

当番幹事　　自衛隊中央病院　神経科　中村良司
日　時 2004年 1月 24日（土）
時　間 14:00～ 18:30
場　所 住友製薬（株）東京本社　2階会議室

東京都中央区京橋1丁目12番 2号　　TEL  03-5159-2534

SESSION  I

14:00～ 15:30 〈座長〉自治医科大学大宮医療センター　神経内科　大塚美恵子

  1）γグロブリン大量療法が有効で糖尿病を伴った慢性炎症性脱髄性多発神経炎の1例
○中　圭介，大塚美恵子，植木　彰，山田茂樹*（自治医科大学大宮医療センター　神経内科，*病理部）

  2）特定機能病院におけるリハビリテーション
○長岡正範，林　明人，高澤俊治，飯島　恵（順天堂大学附属順天堂医院）

  3）視床手術で改善したジストニアの1例
○ 佐藤澄人，大江千廣*，柴崎　徹*，蔡　曉東*
（北里大学　脳神経外科，*日高病院　機能脳外科・ガンマナイフセンター）

  4）塩酸ドネペジルが有効であったびまん性レヴィ小体病の1例
○板橋美重子，秋山茂雄，白田明子，山根清美（太田熱海病院脳神経センター　神経内科）

  5）TDMを用いた塩酸アマンタジンによる治療
○森豊隆志，永井将弘，矢部雄人，中塚晶子，野元正弘
　（愛媛大学医学部　臨床薬理学，創薬・育薬センター）

  6）MRI拡散強調画像が診断に有効であったpure motor monoparesis の 1例
○中山荘平，清水利彦，野川　茂，棚橋紀夫（慶應義塾大学　神経内科）

SESSION  II

15:40～ 17:10 〈座長〉順天堂大学　脳神経内科　林　明人

  7）両側帯状回病変にみられた笑い発作の一例
○大山彦光，林　明人，永田智行，籠橋麻紀，望月秀樹，水野美邦
　（順天堂大学　脳神経内科・リハビリテーション医学）

  8）脳幹病変にて強迫笑・強迫泣，運動失調，動作性ミオクローヌスを呈した1例
○宮原尚子，大越教夫，藤田祐之，大塚茂雄，堀越正信，玉岡　晃，庄司進一
　（筑波大学臨床医学系　神経内科）

  9）EBウイルス感染に伴う急性小脳炎と考えられた1例
○平田　彰，中村良司（自衛隊中央病院　神経科）

10）動作性振戦を呈した多発性硬化症の1例
○小國英一，永田博司（茨城県立医療大学　神経内科）

11）両側内頚動脈病変に伴った limb shakingの 1例
○山田健太郎，牧　美奈，服部　学，山脇健盛，小鹿幸生（名古屋市立大学　神経内科）

12）強い疼痛を伴う下肢の不随意運動を呈した1例
○荻野　裕，荻野美恵子，川浪　文，楠　淳一，斉藤豊和，坂井文彦（北里大学　内科（神経内科））

coffee break

特別講演

17:30～ 18:30 〈座長〉自衛隊中央病院　神経科　中村良司

特別講演
　「ALSのグルタミン酸受容体異常と病因との関連について」

郭　伸　先生（東京大学大学院　医学系研究科　神経内科学）


